













































































けれどもそれだけが原因で斎院 交替がこれ程長く行われなかったとは考え難い。摂関家 荘厳装置として斎院が機能していたならば、やはり天皇との血縁関係の近い摂関家の血を引く皇女を 院に選出すべきだからである それを行わなかったのは、新たな斎院を選出 きない状況であっ 可能性が十分に考えられる。　
また貴族たちは斎宮に無関心であったとされているが、 『源氏物語』や『狭衣物語』など斎宮が登場する平安文学作
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































冷泉 死去 康保 （ （9（（）・ （ ・2（ 康保 （ （9（（）・（0・（（ 輔子 安和元（9（（）・ （ ・ （ （（ 同母妹 尊子 安和元（9（（）・ （ ・ （ （ 娘
円融 譲位 安和 2 （9（9）・ （ ・（（ 安和 2 （9（9）・ 9 ・2（
隆子 安和 2 （9（9）・（（・（（ 従姉妹 姪
規子 天延 3 （975）・ 2・27 2（ 異母姉
選子 天延 （ （9（（）・ （ ・2（ （2
同母妹
花山 譲位 永観 2 （9（（）・ （ ・2（ 永観 2 （9（（）・（0・（0 済子 永観 2 （9（（）・（（・ （ 父の従姉妹 叔母
一条 譲位 寛和 2 （9（（）・ （ ・2（ 寛和 2 （9（（）・ （ ・22 恭子 寛和 2 （9（（）・ （ ・ （ （ 従姉妹 叔母
三条
＊譲位
寛弘 （ （（0（（）・ （ ・22死去
寛弘 （ （（0（（）・ （ ・（（ 寛弘 （ （（0（（）・（0・（（ 当子 長和元（（0（2）・（2・ （ （2 娘 叔母
後一条 譲位 長和 （ （（0（（）・ （ ・29 長和 （ （（0（（）・ 2 ・ （ 嫥子 長和 （ （（0（（）・ 2 ・（9 （2 父の従姉妹
大叔母
馨子 長元 （ （（0（（）・（2・（（ （ 娘
後朱雀 死去 長元 9 （（0（（）・ （ ・（（ 長元 9 （（0（（）・ （ ・（0 良子 長元 9 （（0（（）・（（・2（ （ 娘 娟子 長元 9 （（0（（）・（（・2（ （ 娘
後冷泉
＊譲位
寛徳 2 （（0（（）・ （ ・（（死去
寛徳 2 （（0（（）・ （ ・（（ 寛徳 2 （（0（（）・ （ ・ （
嘉子 永承元（（0（（）・ （ ・（0 再従兄弟の子 禖子 永承元（（0（（）・ （ ・2（ （ 異母妹
敬子 永承 6 （1051）・10・ 7 再従兄弟の子
正子 康平元（（0（（）・ （ ・2（ （（
異母妹
後三条 死去 治暦 （ （（0（（）・ （ ・（9 治暦 （ （（0（（）・ （ ・22 俊子 延久元（（0（9）・ 2 ・ 9 （（ 娘
異母妹
佳子 延久元（（0（9）・（0・2（ （（ 娘
白河 譲位 延久 （ （（0（2）・（2・ （ 延久 （ （（0（2）・（2・29
淳子 延久 （ （（0（（）・ 2 ・（（ 遠縁 篤子 延久 （ （（0（（）・ （ ・（（ （（ 同母妹
媞子 承暦 2 （（0（（）・ （ ・ 2 （ 娘
斉子 承保元（（0（（）・（2・ （
遠縁
堀河 譲位 応徳 （ （（0（（）・（（・2（ 応徳 （ （（0（（）・（2・（9 善子 寛治元（（0（（）・ 2 ・（（ （（ 異母姉
遠縁
令子 寛治 （ （（0（9）・ （ ・2（ （2 同母姉
禛子 康和元（（099）・（0・20 （9 同母妹
鳥羽 死去 嘉承 2 （（（0（）・ （ ・（9 嘉承 2 （（（0（）・（2・ （ 姰子 天仁元（（（0（）・（0・2（ （（ 叔母 官子 天仁元（（（0（）・（（・ （ （9 叔母
崇徳 譲位 保安 （ （（（2（）・ （ ・2（ 保安 （ （（（2（）・ 2 ・（9 守子 保安 （ （（（2（）・ （ ・ 9 （（ 祖父の従姉妹
悰子 保安 4（1123）・ 8 ・28 2（ 伯母
統子 大治 2（1127）・ 4 ・ 6 2 同母妹
禧子 長承元（1132）・11・25 （（ 同母妹
怡子 長承 2（1133）・12・21
祖父の従姉妹
近衛 譲位 永治元（（（（（）・（2・ （ 永治元（（（（（）・（2・2（
妍子 康治元（（（（2）・ 2 ・2（ 異母姉妹
祖父の従姉妹
喜子 仁平元（（（（（）・ （ ・ 2 叔母
後白河 死去 久寿 2 （（（（（）・ （ ・2（ 久寿 2 （（（（（）・（0・2（ 亮子 保元元（（（（（）・ （ ・（9 （0 娘 祖父の従姉妹
（（







永万元（（（（（）・ （ ・2（ 永万元（（（（（）・（2・（（ 休子 仁安元（（（（（）・（2・ （ （0 叔母 叔母
高倉 譲位 仁安 （ （（（（（）・ 2 ・（9 仁安 （ （（（（（）・ （ ・20 惇子 仁安 （ （（（（（）・ （ ・2（ （（ 異母姉
異母姉
僐子 嘉応元（（（（9）・（0・20 （（ 姪
頌子 承安元（（（（（）・ （ ・2（ 2（ 叔母
範子 治承 2 （（（（（）・ （ ・2（ 2
娘
安徳 譲位 治承 （ （（（（0）・ 2 ・2（ 治承 （ （（（（0）・ （ ・22 不在 異母姉
後鳥羽 西国遷御（退位せず） 寿永 2 （（（（（）・ （ ・20 元暦元（（（（（）・ （ ・ 2 潔子 文治元（（（（（）・（（・（（ （ 異母姉 不在
土御門 譲位 建久 9 （（（9（）・ （ ・（（ 建久 9 （（（9（）・ （ ・ （ 粛子 正治元（（（99）・（2・2（ （ 異母妹
礼子 元久元（（20（）・ （ ・2（ （
異母妹
順徳 譲位 承元 （ （（2（0）・（（・2（ 承元 （ （（2（0）・（2・2（ 煕子 建保 （ （（2（（）・ （ ・（（ （（ 異母妹 異母妹
忠恭 譲位 承久 （ （（22（）・ （ ・20 行わず 不在
後堀河 廃位 承久 （ （（22（）・ （ ・ 9 承久 （ （（22（）・（2・ （ 利子 嘉禄 2 （（22（）・（（・2（ （0 同母姉
四条 譲位 貞永元（（2（2）・（0・ （ 貞永元（（2（2）・（2・ （ 昱子 嘉承 （ （（2（（）・（（・2（ （ 異母姉妹
後嵯峨 崩御 仁治 （ （（2（2）・ （ ・20 仁治 （ （（2（2）・ （ ・（（ 曦子 寛元 2 （（2（（）・（2・（（ 2（ 異母妹
後深草 譲位 寛元 （ （（2（（）・ （ ・29 寛元 （ （（2（（）・ （ ・（（ 不在
亀山 譲位 正元元（（2（0）・（（・2（ 正元元（（2（9）・（2・2（ 愷子 弘長 2（1262）・12・ 4 （（ 異母姉妹
後宇多 譲位 文永（（（（2（（）・ （ ・2（ 文永（（（（2（（）・ （ ・2（
不在伏見 譲位 弘安（0（（2（（）・（0・2（ 正応元（（2（（）・ （ ・（（
後伏見 譲位 永仁 （ （（29（）・ （ ・22 永仁 （ （（29（）・（0・（（
二条 譲位 正安 （ （（（0（）・ （ ・2（ 正安 （ （（（0（）・ （ ・2（ 弉子 徳治元（1306）・12・22 20 異母姉妹
花園 崩御 徳治 （ （（（0（）・ （ ・2（ 延慶元（（（0（）・（（・（（ 不在
後醍醐 譲位 文保 2 （（（（（）・ 2 ・2（ 文保 2 （（（（（）・ （ ・29 懽子 元徳 2（1330）・12・19 （（ 娘
光厳 廃位 元徳 3 （（（（（）・ 9 ・20 正慶元（（（（2）・ （ ・22 不在
















①即位式より一ヶ月未満…八例（仁明・光孝・醍醐・村上・花山・一条・後一条・二条（②即位式より一ヶ月以上三ヶ月未満…七例（淳和 文徳 陽成 円融 白河 堀河・近衛（③即位式より三ヶ月以上六ヶ月未満…六例（平城・嵯峨・後朱雀・崇徳・後 高倉（④即位式より六ヶ月以上一年未満…六例（清和・冷泉 後冷泉・後三条・鳥羽・六条（⑤即位式より一年以上…三例（宇多・朱雀・三条（
　
即位式から斎王卜定までの期間が短い① ②の場合、院政期の二条天皇は例外とし 残 の天皇 践祚から即位式ま
















先　帝 新　帝 血縁 崩御から卜定までの期間
桓　武 平　城 父子 約（（ヶ月　　
仁　明 文　徳 父子 約 （ ヶ月　　
文　徳 清　和 父子 約 （ 年 （ ヶ月
光　孝 宇　多 父子 約 （ 年 （ ヶ月
醍　醐 朱　雀 父子 約 （ 年 （ ヶ月
村　上 冷　泉 父子 約 （ 年 （ ヶ月
一　条 三　条 従兄弟 約 （ 年 （ ヶ月
後一条 後朱雀 同母兄弟 約 （ ヶ月　　
後朱雀 後冷泉 父子 約 （ 年 2 ヶ月
後冷泉 後三条 異母兄弟 約（0ヶ月　　
堀　河 鳥　羽 父子 約 （ 年 （ ヶ月
近　衛 後白河 異母兄弟 約 （ ヶ月　　










ると一年五ヶ月後に行っている。確かに一条天皇は譲位後すぐに崩御しているが、それだけが原因で父子継承を 他の天皇より斎宮卜定が遅くなったとは考え難い。この卜定の遅れは三条天皇の父である冷泉院の死が影響を及ぼしたと考えるのが妥当であろう。即位式より八日後の寛弘八年（一〇一一（十月二十四日、冷泉院 赤痢によって急死 、三条天皇は諒闇に服することになる。斎宮卜定 新帝の服喪期間が過ぎてから行うこと 慣例化しており、三条天皇は父の死から一年間は斎宮を立てることができなかった。三条天皇も父の重服 かったため、その諒闇 明けるまで斎宮卜定を行えなかったのである。　
このように九世紀後半以降、斎宮卜定は新帝の即位状況によって実施時期に差が生じるようになった。死を絡まない



































































八例中六例が父娘であり、いずれも父の死去に伴い斎院を退下している。残りの二例は先帝と斎院の血縁関係が兄妹であるが、天皇の崩御に伴い退下している。婉子内親王の例は異母弟の村上天皇が在位のまま崩御したため解任され、禛子内親王の は堀河天皇の崩御と同日に疾病によってが解任されている。このようにⒶ群 天皇は先帝退位 時点で斎院が退下していたため、新たな斎院を選出する必要があったことが確認できる。また婉子内親王の事例から天皇と斎院が父娘ではなく も、当帝が在位 まま崩御した時は斎院を改めたようである。ただし譲位後に先帝が崩御した場合は、先帝と斎 の関係が父娘でない限り、斎院を改める必要 なかった。　
Ⓑ群の場合、斎院制を創設した嵯峨天皇と二十三年ぶりに斎院制を復活させた土御門天皇は除外して、仁明・陽成・












































































































































































































































































































































































小野宮流（実頼（と九条流（師輔（に分裂し、さらに九条流内でも摂関の座を巡り、兄弟間での争いが繰り返されていた。九条流摂関家を外戚と 天皇 摂政関白を小野宮流摂関家が務めるなど、朝廷内の構造は複雑であった。その上、天皇家も冷泉系と円融系に分裂し、両統の血を引く後三条天皇が即位するまで分裂状態が継続していた。女王斎宮は政権が不安定なこの時期に集中しており 選定 背景には何らかの政治的意図が介入してい ように思える。そこでつぎに摂関最盛期における斎王選定について考察したいと思う。　
花山～後冷泉朝の斎王選定の特徴として斎宮は女王の選出が続出し、斎院は天皇退位による交替がほとんど行われな














時、一条天皇は七歳で当然のこ ながらまだ皇女はおらず、姉妹も一人も存在いなかった。従姉妹にあたる冷泉上皇の皇女たちもすでに薨去しており、近親の内親王の中から斎宮を選ぶことができ かった。そ で円融・冷泉上皇の同母兄弟である為平親王王女の恭子女王が斎宮に立てられた である。為平親王は貞元三年（九七八（に輦車宣旨・式部卿任命・一品に叙されるなど皇族中もっとも上位 いた。一条朝の 選考については詳細な記録がなく不明であるが、皇室内で高い地位にいる為平親王 王女を斎宮に選ぶことは、極めて順当といえる。　
長和五年（一〇一六（二月十九日、後一条天皇の斎宮に故中務卿具平親王第三王女嫥子女王が卜定された。後一条天




























































































































































子内親王を斎院に選定した。嘉子内親王は三条天皇の皇孫（冷泉系（であり、後冷泉天皇（円融系（とは皇統すらこなる極めて血縁関係の薄い斎宮であった。嘉子内親王は父の敦明親王が帝位に就いて ない で、本来ならば、 「女王」と呼ばれるべきだが、他 兄弟姉妹と共に祖父三条天皇の猶子 、親 宣旨を受け 。そのため「女王」ではなく「内親王」として破格の扱いを受けていた。　
敦明親王は父の三条天皇の強い要望 より後一条天皇の皇太子となった。しかし寛仁元年（一〇一七（五月九日に三






































































（ 甲田利雄「斎宮覚書」 （ 『平安時代臨時公事略解』所収、続群書類従刊行会、一九八一年（
（

















































































































































































（（ 村井康彦「道長とその時代」 （ 『王朝文化断章』所収、教育社、一九八五年（
（
（（ 富樫美恵子、前掲論文、注（
9（
（
（9（所京子『斎王和歌文学の史的研究』 （国書刊行会、一九八八年（
（
20（『天祚禮祀職掌録』
　
光孝天皇以前。上古依
レ無
二委細所見
一。略不
レ注
レ之。
登極卽位事　
花山院
　
永観二年十月十日即位
　
大極殿
　　
（中略（
　　
左侍従。彈正尹章明親王、刑部卿従四位上茂親王。少納言従五位城上藤原信義。
　　
（中略（
　　
褰帳。
　
左慶子女王。
彈正尹章明親王女。
　
右明子女王。
前上總太守。盛明親王女。
（
2（ 所京子、前掲論文、注（
（9（
斎王卜定に関する一考察（（
